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これまでの分析結果 (全体の3割程度)では､客DNAタイプは､混ざり合うことなく県内
各地で特異的に分布する傾向が強く読み取れる｡また､各DNAタイプの遺伝距離と地理的分布
の間に興味深い関係が認められつつある｡
この研究の目標である ｢地域個体群DNA地図｣の完成には､テレメトリー調査･DNA分
析ともに､さらに 2年程度の時間が必要である｡次年度以降もこれらの作業を継続し､最終的
に県下の全群について結果をまとめたいと考えている｡
最後に､本研究の実施にあたりご協力いただいた関係者の方々に深くお礼申し上げます｡
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